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2007年度理事会議事録

日時 2007年 9月7日 (金)

午後 511寺~午後 7時

場所.奈良ホテル

出席者.岡村一成理事長大 荻野七重副理事長矢井

上孝代，浮谷秀一大尾入正哲大橋信夫大

小野浩一，垣本由紀子大 川本利恵子，大坊

郁夫，田中真介，谷口泰富，回之内厚三て

差是村和真，内藤哲縦穴 馬場房子， 藤田主

ー*細江達郎， j公浦常夫*松任l浩司2.*向

井希宏大森下高治，蓮花一己*(第 74回大

会委員長)作常任理事)

藤森立男(監事)

陪席・長塚康弘，山岡淳，大久保康彦(名誉会員)

中谷内一也(大会事務局長)

委任状.大樹l憲一，嘉部和夫，鎌形みや子，桐生正

幸，星野仁彦，松下由美子，南隆男，森脇

保彦

事務局.浮谷秀一 (事務局長)，伊波和恵(事務局幹

事)

1. 理事長挨拶

・第 74回大会開催に|探 しての御礼の挨拶か

あった0

・逝去された名誉会員(花沢成一氏，田中富士

夫氏，亀井一綱氏)について報告があった。

2. 第 74回大会委員長挨拶(蓮花大会委員長)

-大会の概要について説明があった。

3. 報告事項

(1)事業報告

1) 会員の異動および会費納入状況

(浮谷事務局長)

・3/31現在の会員数 1，104名で，内訳は正

会員数 1，019名，学生会員 2名，名誉会員

40名，終身会員 39名，賛助会員 4名であ

る。終身会員の新設に伴う正会員からの種

別変更は 39名であった。

.9/3現在，2007年度の会費納入状況は，

67.0% (納入者 715名，未納者 355名)で

ある。

事務局だより

2) 委員会報告

①機関誌編集委員会(藤田委員長)

・第 32巻第 2号 (2006年度)の発行につい

て説明があ った。

-投稿 ・執筆規程ならびに編集規程が新しく

なり，第 32巻 2号に掲載し周知した。

. I短報論文」新設後の反応と掲載体裁につ

いて説明があった。反応が大変よく，問い

合わせも投稿件数も増えた。ただし，印刷

のレイアウトについて調整が必要な論文 も

あるので， レイアウト(イメージ)に関す

る注意事項をホ ムページに掲載するなと

して，さらに喚起するとの説明があ った。

(たとえば，共同研究者が多人数の場合に，

本文は通常の行数よりも減らす必要が生じ

る，など。)

・第 26回国際応用心理学会特集号は，通常

の機関誌に l号追加して，別途発行するこ

とになった。

②企画委員会 (内藤委員長)

・前年度に開催予定の公開シンポジウムを

2007年 4月 14日に明治学院大学におい

て開催した。テーマは「過重負担の医療 ・

福祉従事者をどう支援するか ?jであ っ

fこ0

・本年度公開シンポジウムは，2007年 11月

17日(土)13 : 30 ~ 16 : 00に東京富士大

学において開催する予定である。テーマは

「異文化対立から相互理解へ 理解と和解

のための フロンティア」である。企画は，

内藤哲雄(信州大学)， 司会は，伊藤武彦

(和光大学)，内藤哲雄一， (話題提供者)話題

提供者は，井上孝代(明治学院大学) I~ 世

界青年の船』への参加者の異文化対立と相

互浬解j，伊藤哲司(茨城大学)I日特ーにお

ける傷ついた関係の修復. 円卓シネマによ

る対話の実践j，指定討論者は大淵l憲一 (東

北大学)である。

-大会H寺研修会については，次のように決

まった。研修会 A(9月8B) I社会におけ

る応用心理士の使命と課題 ・留意点」 糾l作

降先生(中京大学名誉教授)，研修会 B(9 
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月 9日)Iコンフ リク 卜転換のカウンセリ

ンク」井上孝代先生(明治学院大学)

③広報委員会(松田委員)

・ニュ ースレタ 一次号の発行は大会終了後，

11月頃を予定。

・ホームページの再構築作業中である。

④「応用心理士J認定審査委員会

(浮谷委員長)

・19名の申請があり 16名を合格 ・認定し

た。合格者のうち l名は辞退した。

・広報の方法ならびにポイン 卜flillについて今

後検討する予定である。

⑤国際交流委員会(蓮花委員長)

・第 26回国際応用心理学会特集号について

は， t友席11代を負担する予定である。

-今年度末には，オ ーストラリア(メルポル

ン)で、の大会について，企画内容等を検討

する予定である。

⑥若手研究者支援委員会(回之内委員長)

・第 73回大会時の活動報告があ った。責任

発表者である院生の発表費の全額補助につ

いて，補助件数は 20件，補助率は 22%で

あった。自主シンポジウム等の企画責任者

への補助は O件，非会員学生の当 日参加優

遇措置は 9件であ った。

・若手研究者への学会大会参加支援制度の利

用申込み者は現在 3名である。今年度の大

会では約 40件の大学院生の発表がある に

もかかわらず，申込み者が少なかった。来

年度の大会に向けて，大会当 日の対応の仕

方ならびに広報手段等を今後検討したい0

・広報手段について，大会申込み手続きの

際，大学院生が紙媒体の確認をせず， Web 

でのみ，大会情報を得ている可能性が示唆

された。 Web上での注意喚起 も来年度の

検討課題である。

-今年度については，大会当日，該当サる発

表者向けにカ ー ドを配布して広報に努め

る。

⑦学会賞選考委員会(荻野委員長)

(旧.学会賞 ・奨励賞選考委員会)

・学会賞規程ならびに学会賞選考細則の変更

に闘する経緯について説明があ った.奨励

賞は廃止し，学会賞を論文部門と実践活動

部門の2本にする とと もに，学会賞の授与

を隔年とした。

3) 設立 60周年記念事業報告(岡村盟事長)

・日本応用心理学会設立 60周年記念事業と

して， ~応用心理学事典Jl (丸善)を刊行し

た。これに関連して，2007年 2月 23EI， 

出版記念パーティ ーならびに高嶋正士先生

による記念講演を開催した。

4) その他

.会員名簿発行について報告があった。

・l中谷内大会事務局長より挨拶があ った。

(2) 2006年度第 73回大会報告

(松田大会準備副委員長)

.大会収支決算について報告があった。

(3) 日本心理学諸学会連合(日心連)報告

(垣本担当常任盟事)

・役員選挙が行われ，会長に市川件lー先生

(日本教育心理学会)，副会長に大坊郁夫先

生(日本社会心理学会)，野島和彦先生(人

間性心理学会)が選出された。

. I心理学検定 (1級 ・2級)Jの実施が決定

した。2008年 9月 14日札幌，東京， 名古

屋，大阪，福岡にて開催予定。現在は募集

要項，マニュアル等作成中(たとえば，受

験条件'誰でも受けられる。合格基準 1

級=A領域 5つ，B 1つ以上合格者 2級

=A2つ， B 1つ以上合格者。認定心理士

については，A領域で 3つ以上合格，な

と)である 0

・検定局員 30名が任命され，実務にあたっ

ている。約 2，500万円の予算がついている

こと のほか，作業日程の概略について説明

があった。

-資格制度検討委員会が 16名の委員で構成

され，検定合格者や認定心理士との整合性

について社団法人日本心理学会，認定心理

士会等を交え 8回の会合を重ね，調整し

ている。

(4) その他

・内藤常任理事より，I応用心理士」活動の広

報な らびに研修機会等のあり方について提

案があり， 今後検討していくことにな っ
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た。

4. 審議事項

(1) 2006年度決算に関する件 (浮谷事務局長)

・決算書につ いて浮谷事務局長より説明か

あっ た。続いて， 藤森立男監事より監査結

果について報告があり ，承認された(月1)紙

資料参照)。

(2) 2007年度予算に関する件(浮谷事務局長)

・予算案について浮谷事務局長より説明があ

り，承認された。

(3) 名誉会員推戴に関する件(岡村盟事長)

・常任理事歴通算 2J切以上の経験者である

馬場房子氏，垣本由紀子氏の 2名が推戴さ

れ，承認された。

(4) 2009年度第 76回大会当番機関に関サる件

(岡村理事長)

・川本利恵子先生(九州大学)を大会委員長

にする ことが提案され，承認 ・決定した。

産業医科大学(北九州、|市)または九州大学

にて開催予定で調整中であるとの挨拶が

あっ た。

5. 2008年度第 75回大会委員長挨拶

(藤森大会委員長・横浜国立大学)

・9月 14(日) 15日(月)に横浜国立大学にお

いて開催されるので多くの方が参加していた

だければと挨拶があった。

2007年度総会議事録

日 11#・2007年 9月8E:! (土)

11 時 30 分~12 時 30 分

場所.帝塚山大学学圏直iiキャンパス

l 理事長挨拶

・第 74回大会開催に|燦して の創作しの挨拶が

あった。

-逝去された名誉会員(花沢成一氏，田中富士

夫氏，亀井一綱氏)につ いて報告があった。

2. 第 74回大会委員長挨妙(蓮花大会委員長)

-大会の概要について説明があった。

3 議長選出

・議長として蓮花大会委員長を選出した。

4. 報告事項

(1)事業報告

1 ) 会員の異動および会費納入状況

(浮谷事務局長)

・3/31現在の会員数 1，104名で，内訳は正会

員数 1，019名， 学生会員 2名， 名誉会員 40

名，終身会員 39名，賛助会員 4名である。終

身会員の新設に伴う正会員からの種別変更は

39名であった。

. 9/3現在， 2007年度の会費納入状況は，

67.0% (納入者 715名，未納者 355名)であ

る。

2) 委員会報告

①機関誌編集委員会(n¥表団委員長)

・第 32巻第 2号 (2006年度)の発行につい

て説明があった。

• j交稿 ・執筆規程ならびに編集規程が新しく

なり，第 32巻 2号に掲載 し周知|した。

. I短報論文J新設後の反応と掲載体裁につ

いて説明があった。反応が大変よく ，問い

合わせも投稿件数も増えた。ただし，印刷

のレイアウ 卜につ いて調整が必要な論文も

あるので， レイアウ ト (イメージ)に関す

る注意事項をホー ムページに掲載するなと

して，さらに喚起するとの説明があった。

(たとえば，共同研究者が多人数の場合に，

本文は通常の行数よりも減らす必要が生じ

る，なと。)

・第 26回国際応用心理学会特集号は，通常

の機関誌に l号迫力目 して，別途発行するこ

とになった。

②企画委員会(内藤委員長)

・前年度に開催予定の公開シンポジウムを

2007年 4月 14日に明治学院大学におい

て開催した。テーマは 「過重負担の医療 ・

福祉従事者をとう支援するか ?Jであっ

fこ0

・本年度公開シンポジウムは， 2007年 11月

17日(土) 13:30~16:00 に東京富士大

学において開催する予定である。テ ーマは

「異文化対立から相互理解へ:f旦解と和解

のためのフロンティア」である。企画は，

内藤哲雄(信州大学)， 司会は，伊藤武彦
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(和光大学).内藤哲雄. (話題提供者)話題

提供者は，井上孝代(明治学院大学) I~世

界青年の船』への参加者の異文化対立と相

互理解J.伊藤哲司(茨城大学)I日韓にお

ける傷ついた関係の修復・円卓シネマによ

る対話の実践J.指定討論者は大洲憲一(東

北大学)である。

・大会時研修会については，次のように決

まった。研修会 A (9月8日H社会におけ

る応用心理士の使命と課題 ・留意点」 神作

博先生(中京大学名誉教授).研修会 B(9 

月 9日)Iコンフ リク卜 転換のカウンセ リ

ング」井上孝代先生(明治学院大学)

③広報委員会(所委員長)

・ニュ スレタ 一次号の発行は大会終了後，

11月頃を予定。

・ホームページの再構築作業中である。

④「応用心理士」認定審査委員会

(浮谷委員長)

・19名の申請があり 16名を合格 ・認定し

た。合格者のうち 1名は辞退 した。

-広報の方法ならびにポイン卜制について今

後検討する予定である。

⑤国際交流委員会(蓮花委員長)

・第 26回国際応用心理学会特集号について

は，抜刷代を負担する予定である。

-今年度末には，オース卜ラリ ア(メルボル

ン)で、の大会について，企画内容等を検討

する予定である。

⑥若手研究者支援委員会(回之内委員長)

・第 73回大会時の活動報告があ った。責任

発表者である院生の発表質の全額補助につ

いて，補助件数は 20件，補助率は 22%で

あった。自主シンポジウム等の企画責任者

への補助は O件，非会員学生の当日参加優

遇措置は 9件であった。

・若手研究者への学会大会参加支援制度の利

用申込み者は現在 3名である。今年度の大

会では約 40件の大学院生の発表があるに

もかかわらず，申込み者が少なかった。来

年度の大会に向けて，大会当日の対応の仕

方ならびに広報手段等を今後検討したい0

・広報手段について，大会申込み手続きの

際，大学院生が紙媒体の確認をせず. Web 

でのみ，大会情報を得ている可能性が示唆

された。 Web上での注意喚起も来年度の

検討課題である。

・今年度については，大会当日，該当する発

表者向けにカードを配布して広報に努め

る。

⑦学会賞選考委員会(荻野委員長)

(旧 学会賞 ・奨励賞選考委員会)

.学会賞規程ならびに学会賞選考細目IJの変更

に関する経緯について説明があった 奨励

賞は廃止し，学会賞を論文部門と実践活動

部門の 2本にするとともに，学会賞の授与

を隔年とした。

3) 設立 60周年記念事業報告(岡村理事長)

・日本応用心理学会設立 60周年記念事業と

して. ~応用心理学事典.1 (丸善)を刊行し

た。これに関連して.2007年 2月 23日，

出版記念パーティ ーならびに高嶋正士先生

による記念講演を開催した。

4) その他

.会員名簿発行について報告があった。

(2) 2006年度第 73回大会報告

(松田大会準備副委員長)

.大会収支決算について報告があった。

(3) 日本心理学諸学会連合報告

(垣本担当常任理事)

・役員選挙が行われ，会長に市川伸一先生

(日本教育心理学会). 副会長に大坊郁夫先

生(日本社会心理学会).野島和彦先生(人

間性心理学会)が選出された。

. I心理学検定 (1級 ・2級)J の実施が決定

した。2008年 9月 14日札幌，東京，名古

屋，大阪，福岡にて開催予定。現在は募集

要項，マニュアル等作成中(たとえば，受

験条件:誰でも受けられる。合格基準 l 

級=A領域 5つ. B 1つ以上合格者 2級

=A2つ. B 1つ以上合格者。認定心理士

については.A領域で 3つ以上合格，な

ど)である 0

・検定局員 30名が任命され，実務にあた っ

ている。約 2.500万円の予算がついている

ことのほか，作業日程の概略について説明
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があった0

・資格制度検討委員会が 16名の委員で構成

され，検定合格者や認定心問士と の整合性

について社団法人日本心理学会，認定心理

士会等を交え， 8回の会合を重ね，調整し

ている。

5. 審議事項

(1) 2006年度決算に関する件 (浮谷事務局長)

・決算書について浮谷事務局長より説明が

あっ た。続いて，藤森立男監事より監査結

果について報告があり，承認された。

(2) 2007年度予算に関する件 (浮谷事務局長)

・予算案について浮谷事務局長より説明があ

り，承認された。

(3) 名誉会員推戴に関する件(岡村盟事長)

・常任理事歴通算 2期以上の経験者である

馬場房子氏，垣本由紀子氏の2名が推戴さ

れ，承認された。

(4) 2009年度第 76回大会当番機関に関する件

(岡村理事長)

・川本利恵子先生(九州大学)を大会委員長

にすることが提案され，承認 ・決定した。

産業医科大学 (北九州司i) または九州大学

にて開催予定で調整中であるとの挨拶が

あった。

6. 名誉会員称号証書授与

-垣本由紀子氏と馬場房子氏に名誉会員称号証

書が岡村盟事長より授与された。

7. 2008年度第 75回大会委員長挨拶

(藤森大会委員長.横浜国立大学)

・9月 14(臼)15日(月)に横浜国立大学に

おいて開催されるので多くの方が参加して

いただければと挨拶があった。

2007年度第4回常任理事会議事録

日時 2007年 11月 17日 (土)

午前 1111寺30分~午後 l時 30分

場所東京富士大学本館 l階第 2会議室

出席者・岡村一成理事長，荻野七重副復事長，浮谷

秀一，大橋信夫，垣本由紀子，所正文，

内藤哲雄，藤森立男(第 75回大会委員長)

蓮花一己 (以上 9名)

委任状・回之内厚三，藤田主ー，松田浩平，向井希

宏，南隆男(以上 5名)

事務局.浮谷秀一 (事務局長)

l 報告事項

(1)理事長侠拶

・第 74回大会開催の御礼を述べた。

(2) 委員会報告

1 ) 機関誌編集委員会(代浬・浮谷事務局長)

-機関誌第 33巻第 l号の編集作業は終了

し，国際文献印刷社に入稿した。内容は，

総説論文 2本(その内 l本は英文)，短報

論文 6本，実践報告 l本，追悼文(亀井一

綱先生) 1本，事務局だより ，その他。

• 4月 14日に開催された公開シンポジウム

については原稿が未入稿のため次号の掲載

になる予定であり，本日開催される公開シ

ンポジウムについては次次号に掲載する予

定である。

・今年度の第 74回大会におこなわれたシン

ポゾウムとワ ークゾヨップの中から 1っ

から 2つを選び機関誌に記録として取り

上げるこ とが提案され了承された。

-現在の編集委員の外島裕先生から都合によ

り委員を辞退 したいとの申し出があ った こ

とを受け，残任期間を松下由美子先生(山

梨県立大学)に勤めていただくことが提案

され承認された。

2) 企画委員会(内藤委員長)

-本日午後 211寺から公開ゾンポゾウムが開

催される。テ ーマは 「異文化対立から相互

理解へ一理解と和解のためのフロンティ

アーJ，話題提供者は井上孝代氏(明治学院

大学)と伊藤哲司氏(茨城大学)，指定討論

者は大倒憲一氏(東北大学)である。

3) 広報委員会(所委員長)

・ニュースレター第 18号 (2007年 11月 5

日)が発行された。

4) 認定 「応用心理士」認定審査委員会

(浮谷委員長)

・2007年度後期の申請締め切りを平成 20

年 l月末まで延長 した。

・現在 2名の申請を受け付けている。

5) 国際交流委員会(蓮花委員長)
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-今年度末には，オースト ラリアでの大会に

ついて，企画内容等の検討を検討する委員

会を開催する予定である。

6) 若手研究者支援委員会(回之内委員長)

・若手研究者の大会参加支援制度の受けた内

訳は，自主シンポジウム， ワークショップ

なとの補助 4件 80，000円，研究発表補助

24件 72，000円，非会員の当日参加補助は

11件 22，000円， 合計 174，000円である。

今年度を振り返り，支援対象者の範囲を広

け‘ることや Web上での申込み者にわかり

やすい記載をする必要性などの検討事項が

挙げられた。

(3) 日本心理学諸学会連合報告(垣本常任理事)

• 12月に理事会が予定されている。

(4) 2007年度第 74回大会について

(蓮花大会委員長)

.2007年 9月8日9日に帝塚山大学学園前

キャンパスにおいて開催された。参加者数

の報告が資料をもとに報告された。ちなみ

に大会参加者は，正会員 216名，名誉会

員 ・終身会員 7名，非会員(学生含む)51 

名であった。

(5) 2008年度第 75回大会について

(藤森大会委員長)

.2007年 10月 23日に第 l回目の打ち合わ

せを行った。全体のスケジュ ールや役割分

担なと、について決定した。現在決まってい

る内容は，村上陽一郎先生 (国際基督教大

学教授)による「安全学の展開」と永田良

昭先生(学習院大学名誉教授)による 「人

と社会の関係態の新 しいストーリー」とい

う特別講演 2件，佐土原l総先生(横浜国立

大学教授)による iGrs(地理情報システ

ム)と応用心理学」 という大会企画シンポ

ジウム I件，そのほか大会企画のワーク

ショップ 2件が決まっている。

2. 審議事項

(1)新入会員審査および会員異動に関する件

・新入会員申込みのあった 3名について審

査，以下の 3名を承認した。

大西彩子肥後梨恵子綿村英一郎

• 11月 15日現在，会員数 1，148名(内訳・

正会員数 1，064名， 学生会員 3名，名誉会

員 39名，終身会員 38名，賛助会員 4名)。

入会者 6名，退会者 6名。

*次回の常任理事会は， 2008年 2月 15日 (金)

午後 5JI寺か ら東京富士大学で開催する予定で

ある。

2007年度第5回常任理事会議事録

日時・2008年 2月 15日(金)

午後 5時~午後 8時

場所東京富大学本館 l階第 2会議室

出席者:岡村一成理事長，荻野七重副理事長，浮谷

秀一，垣本由紀子，回之内厚三，所 正文，

内藤哲雄，藤田主一，松田浩平，藤森立男

(第 75回大会委員長) (以上 10名)

委任状.松浦常夫，南 隆男，向井希宏，蓮花一巳

(以上 4名)

事務局.浮谷秀一(事務局長)，伊波和恵(事務局幹

事)

1 報告事項

(1)理事長挨拶

(2) 委員会報告

1 ) 機関誌編集委員会(藤田委員長)

・第 33巻第 l号の発刊について説明があっ

たー総説 2*，短報 6，実践 1， 追悼 l。

・第 33巻第 2号の編集状況(投稿数)につ

いて説明があった :原著 7，総説 1，資料

2*，短報 4*。その他の記事として， 2007 

年度大会公開シンポジウム記録， 2007年

度大会自主ワ クゾヨ y プの記録および日

本心理学会自主ワ ークショ y プの記録。

(*そのうち，1本は英文。)

・「短報」の反応が大変よく，問い合わせも投

稿件数も増えた。課題としては，英文投稿

数，認知生理系の投稿数が伸びているの

で，審査を円滑にするためにも，対処が必

要である。

・外島裕氏に代わり，松下由美子氏(山梨県

立大学)が編集委員に就任(任期:2009年

3月まで)。

-琉球大学学術リポジ卜リ 事務局から『応用

心理学研究』に掲載の論文について， 当該
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I-IPでの公開について許可依頼があり，理

事長，事務局長，な らびに編集委員間で協

議の結果，学会と して掲載を許可し， その

昆先方に通知した。論文や記事の I-IP上

での公開や転載については，多様なケース

が考えられるので，今後も引き続き検討し

fこし、。

2) 企画委員会(内藤委員長)

-大会時研修会については，次の講師 ・テー

マで交渉することとなったー看護系のト

ピックスをテーマに，松下由美子先生(山

梨県立大学)，臨床心理学をテーマに，林潔

先生0

.公開シンポシウムは 11月頃に実施すると

いうことが確認された。

-公開シンポジウムについては，集客効果も

よく考慮、して，内容，演者，広報の方法，

会場について，さらに検討することが必要

である。(日心等の他学会で応心の企画を

する，等。)集客数が低迷するままであるよ

うならば， シンポジウムのあり方自体を再

検討することとする。

3) 広報委員会(所委員長)

・ニュースレタ一次号の発行は春を予定。

・ホームページについては松田委員を中心に

再構築作業中。年度内に試験版は公開開始

見込み。

4) 認定 「応用心理士」認定審査委員会

(浮谷委員長)

・2月9日委員会開催， 2名申請 2名合格

(うち l名については条件を付して)が認

められた。

・資絡名称について，認定 「応用心埋士」か

「応用心理士」か， 表記上の混乱があるの

で，統一見解があったほうがよいとの議論

があり，常任理事会に結論を依頼した。そ

の結果，日本応用心盟学会が認定する「応

用心理士」であり， I応用心理土」が正式名

称であることが確認された。

-資絡の内容，有資格者研修等もさらに検討

し，応用心理士の付加価値，魅力を高める

とともに，認知1度を上げる努力も必要であ

ろう。心理学の資格紹介記事の執筆， NL 

での広報，など。

・資格取得に際して 2年以上会員であると

いう条件の見直し，ポイン卜制への変更な

と，従来よりも取得しやすいという方向性

も検討している。資格のあり方について

は，認定審査委員会に一度持ち帰り ，ワー

キンクグルーフ。の立ち上げも含めて，継続

審議する ことと なった。

5) 国際交流委員会

-とくになし。

6) 若手研究者支援委員会(田之内委員長)

・第 74回大会当日，急逮委員会を開催し，

社会人の大学院生， 研究生についても，助

成金支給を認めることと した。

-当日の申出が多いので，可能なかぎり事前

申請の協力を促す。 Web上で注意|喚起を

呼びかけたいので，藤森大会委員長に

Web 101ヨ込画面で，院生に対して次のよう

な文章を掲載してもらうよう依頼した。

「責任発表者は大会参加賀の補助がありま

す。ついては，国際文献に学生証のコピー

を送付してください。』

7) 学会賞選考委員会(荻野委員長)

・審議事項にて。

(3) 日本心盟学諸学会連合報告(垣本常任理事)

・日心速の事務局長が沢l崎先生(東京大学)

となり，事務局は文京区 ・本銀1¥に設置，専

任事務員は l名。役員選挙が行われ， 会

長市川伸一先生(日本教育心浬学会)， ffilj 

会長 大坊郁夫先生(日本社会心理学会)，

野島和彦先生(人間性心l望学会)が選出さ

れfこ。

. I心理学検定(l級 ・2級)J笑施が決定し，

l-IPが設置された。2008年 9月 14日札

幌，東京，名古匡，大阪，福岡にて開催予

定。受検者見込み 3，000人。検定局長は太

田信夫先生，検定局員 30名0

.認定心理士の扱いについては検討中。

(4) 2008年度第 75回大会について

(藤森大会委員長)

• Web申込みを増やすべく手法を検討中。

・会場につ いては，キャンパス内で最終調整

仁|コ，日程は変更なく開催予定。
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-懇親会は横浜 ・中華街にて開催予定。

3. 審議事項

(1)名誉会員および終身会員に関する件

- 対象 となる 1 937 年 4 月 1 日 ~1938 年 3

月31日生まれの，名誉会員推戴候補者の

リストが配布された。次回に審議し決定す

ることになった。

・終身会員についても，候補者のリストが配

布された。

(2) 学会賞に関する件(荻野委員長)

-対象者の選定は，理事からの推薦を参考に

して荻野委員長と 4名の委員の合議です

ることになった。

(3) 会員の異動および会資納入状況

(浮谷事務局長)

・新入会員申込みのあった下記の 5名につ

いて審査し， 全員を承認した。

松井裕子，上出寛子，必原詩緒

飯野歩，加藤司

• 2月 12日現在， 会員数 1，150名(内訳.正

会員数 1，066名，学生会員 3名，名誉会員

39名，終身会員 38名，賛助会員 4名)，新

入会者 6名，退会者 4名(ご逝去:洞内祥

次氏)。

(4) その他

• 2008年度予算案を立案中。事務局運営に

関する一部の費目について説明があった。

次回理事会において詳細を審議する予定0

.事務局より各委員会委員長に対して，

2007年度決算資料および 2008年度の事

業計画ならびに予算案を提出するように依

頼があった。

. ~応用心理学事典』の廉価版，分冊の刊行に

ついて問い合わせがあった。丸善からは，

春に従来版を増刷予定であり，分冊につい

ては難しいとの回答があった。民間日版の刊

行については丸善の判断に委ねることに

なった。

*次回の常任理事会については， 4月25日(金)

18時から東京富士大学会議室において開催予

定。
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>14 目

会費

jJJj_年度分 (71名)

本年度分*(871名)

来年度以降分 (17名)

本学生全員 2i!， ・2，000円不足 l包含

賛助会費

「応用心理士」関係

審査料

認定料

その他

機関誌売り上げ

雑収入

前年度繰越金

名簿作成取崩金

i口h 

{日11途会計 }

名簿作成約立金

2005年度繰越金

2006年度取崩金

2 特別企画約立金

2005年度繰越金

2006年度約立金

以上の とおり相選ありません。

平成 19年 7月 28日

平成 19年 7月 28日

事{先JI:lJだより

日本応用心理学会 2006年度決算
(2006年 4月 1EI ~2007 年 3 月 3 1 日)

人 支

決tiMi 予算徽 」良 I~I 

5，7'16，000 5，760，000 第 73回大会補助費

'126，000 480，000 学会賞 ・奨励賞

5，218，000 5，280，000 心理学諸学会連合

102，000 シンポジウム ・講演費謝金

研修会講師謝金

40.000 30，000 国際交流費

751，000 800，000 「応用心理士J関係経費

210.000 200.000 

5'10，000 600，000 委員会活動費

1，000 機EYil:tt編集委口会

企画委員会

広幸~委口会

国際交流委員会

537，500 諸規程;r，~的検討委iJ.会

20，688 400.000 若手研究首支媛委員会

学会11.奨励賞選考委員会

3.770，799 3，770，799 {命J.!I!委員会

1.000.000 1.000.000 印刷費

機|品|託:

広報関係

名日i作成政 (邸i基t-'i(也込み)

その他

通信費

機関誌重1¥滋賀

広報関係郵送t-'i
その他

常任理事交通費

事務局運営費

事務局委託費

心理学諸学会連合分担金 ・協力金

名簿作成積立金

特別企画積立金

予備費 (60周年記念事業補助)

次年度繰越金

11，865，987 11，760，799 左仁λコ

3 若干育成法金

2.000，000 2005年度繰越金

一1，000，000 高向日正士名営会員か ら寄付

1，000，000 第 73回大会か ら寄付

2006年度支媛金

2.500，000 

500，000 

3，000，000 

院事

~:iff司1
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仕i

決算綜l f， ~"[{'ifi 

700，000 700，000 。 100，000 

90，000 90，000 

118，000 200.000 

60.000 100.000 

917，420 1.000.000 

629.287 700.000 

580，660 960守000

193.533 250.000 

157，659 300，000 

28句900 100，000 

180.890 100.000 。 10.000 。 50.000 

17，'198 50，000 

2，180 100.000 

2.982，824 2.900，000 

1，225，770 1，500.000 

181，440 200，000 

1，485，157 1，000.000 

90，457 200，000 

443，986 850.000 

87，271 200，000 

159，920 350.000 

196，795 300.000 

334，220 500.000 

376，685 700.000 

788，460 800，000 

300.000 300.000 。 。
500.000 500，000 

661.990 1，360.799 

2.382A55 。
11.865，987 11.760.799 

1.400，000 
500，000 

102，378 

-81，000 

1，921.378 

玉子l' ~':L @ 

藤森立男 ⑪
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項 目

会費

過年度分

本年度分

賛助会費

「応用心理士」関係

審査料

認定料

その{也

雑収入

前年度繰越金

名簿作成積立金取崩金

若手育成基金取崩金

E十

{別i全会計}

i 名簿作成積立金

2006年度線組金

2007年度積立金

2 特別企画積立金

2006年度繰越金

2007年度積立金

J!;j( 

応用心浬学研究 Vol. 33， NO.2 

日本応用心理学会 2007年度予算案

(2007年 4月1日-2008年 3月31日)

入

予算額

5，760，000 

480，000 80名

5，280，000 880名

30，000 

600，000 

150，000 

450，000 。

500，000 

2，500，000 

9，390，000 

1，000，000 
500，000 

1，500，000 

3，000，000 
500，000 

3，500，000 

前年度予算額

5，760，000 

480，000 

5，280，000 

30，000 

800，000 

200，000 

600，000 

400，000 

3，770，799 

1，000，000 

400，000 

12，160，799 

支

項 目

第74回大会補助費

学会賞・奨励賞

心理学諸学会連合

シンポジウム・講演費謝金

研修会講師謝金

国際交流費

「応用心理士」関係経費

委員会活動費

機関誌編集委員会

企画委員会

広報委員会

国際交流委員会

諸規程整備検討委員会

若手研究者支援委員会

学会賞選考委員会

倫理委員会

印刷費

機関誌

広報関係

名簿作成費(通信貨を含む)

その他

通信費

機関誌郵送白

広報関係郵送費

その他

常任理事交通貨

事務局運営費

事務局委託費

若手支媛費

心理学諸学会連合分担金・協力金

名簿作成積立金

特別企画積立金

予備費

次年度繰越金

言十

3 若手育成基金

2006年度繰越金

2007年度支援金

出

予算額 s1l年度予算額

700，000 700，000 

100，000 

90，000 90，000 

200，000 200，000 

100，000 100，000 

250，000 1，000，000 

200，000 700，000 

1，150，000 960，000 

350，000 250，000 

300，000 300，000 

200，000 100，000 

150，000 100，000 

10，000 

50，000 50，000 

50，000 

100，000 100，000 

1，800，000 2，900，000 

1.500，000 1，500，000 

200，000 200，000 

1，000，000 

100，000 200，000 

650，000 850，000 

200，000 200，000 

200，000 350，000 

250，000 300，000 

400，000 500，000 

700，000 700，000 

800，000 800，000 

400，000 

300，000 

500，000 。
500，000 500，000 

1，350，000 1，360，799 。
9，390，000 

1，921，378 
-300，000 
1，621，378 
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収 入

項目 単価 数日

正会員(予約) ￥5，000 136 

正会員(当日) ￥6，000 56 

学生会員(予約) ￥2，000 32 

大会主'f.'t 
学生会員(当日) ￥3，000 4 

非会員一般(予約) ￥6，000 32 

非会員一般(当日) ￥7，000 10 

非会員学生(予約) ￥3，000 5 

非会員学生(当日) ￥3，500 14 

小計

7 正会員 ￥5，000 9 
ク

学生会員レ〆 ￥3，000 
J世屯11E5t プ" 小;;-1

ポ 正会員 ￥5，000 108 

ス 学生会員 ￥3，000 31 
タ

~I'会員一般連名発表 ￥10.000 15 

発表質 非会員学生連名発表 ￥8，000 5 

小計

論文集 (予約) ￥5，000 29 

集論文
論文集(当日) ￥6，000 30 

プログラ ム ￥1.000 9 

小;;-1

懇親会(正会員 ・予約) ￥5，000 41 

恕親会(正会員 ・当日) ￥6，000 16 

親ぷ懇三三泳 懇親会 (学生 ・予約) ￥2，000 11 

怨続会(学生 ・当日) ￥3，000 4 

小5十

会員(予約) ￥500 49 

研 会員(当日) ￥1，000 11 

修ぷ益、 非会員(当日) ￥1，500 8 

小計

協賛金 ・2寄付金 ￥398，215 

学会本部援助金 ￥700，000 

理事会助成金 ￥100，000 

文京学国学会補助資 ￥100，000 

その他(手1).息) ￥491 

収入合計

以上のとお り相違ありません。

平成 19年 8月4日

平成 19年 8月4日

金額

￥680，000 

￥336，000 

￥64，000 

￥12，000 

￥192，000 

￥70，000 

￥15，000 

￥49，000 

￥1，418，000 

￥45，000 

￥3，000 

￥48，000 

￥540，000 

￥93，000 

￥150，000 

￥40，000 

￥823，000 

￥145，000 

￥180，000 

￥9，000 

￥334，000 

￥205，000 

￥96，000 

￥22，000 

￥12，000 

￥335，000 

￥24，500 

￥11，000 

￥12，000 

￥47.500 

￥398，215 

￥700，000 

￥100，000 

￥100，000 

￥491 

￥4，304，206 

支

項目

印刷費等

大会通信 (1200件)

大会申込 (1088件)

大会 Webペー ν

プログラム (1300部)

論文集 (300部)

諸雑貨

ム遅延及び業務調整値引

通信i-'i.

大会通信 (1088f斗)

大会論文集 (203f'I:) 

大会口座管理費

通信庶務

ム遅延及び業務調iftf，直in

特別講演謝金

特別講演講師交通費

特別初演施設使用賀

総会費

ワークゾヨ~ 7. 

研修会

ポスター尭表 (レンタルパネル)

理事会会場資

理事懇親会白

懇親会白(l07名)

準備委員会運営費

大会本部迎営資

消耗品白

学生謝金

渉外資

手数料

郵送路

文京学図へ返却

学会事務局1，1[へ繰り込み

支出合計

11t事

監事

出

当主佃l 数18:

￥296，500 一式

￥112，064 一式

￥163，728 一式

￥377，580 一式

￥367，605 一式

￥10，188 一式

ム￥312，978 一式

IJ、81

引 45，024 一式

￥256，421 一式

￥80，680 一式

￥150.000 一式

ム￥191，185 一式

小計

￥50，000 

￥30，000 

￥92，450 

￥228，450 

￥9，700 10 

￥6，700 2 

￥160，650 

小計

￥49，434 

￥197，550 

￥442，500 

小計

￥168，900 

￥74，032 

￥365，135 

￥10，000 46 

￥206，600 

￥6，200 

￥3，900 

小三十

￥100，000 

￥102，378 

( 185 ) 

金額

￥296.500 

￥112，064 

￥163，728 

￥377，580 

￥367，605 

￥10，188 

ム￥312，978

￥1，014.687 

￥145，024 

￥256.421 

￥80，680 

￥150，000 

ム￥191，185

￥440，940 

￥50.000 

￥30，000 

￥92，450 

￥228，450 

￥97，000 

￥13，400 

￥160，650 

￥671，950 

￥49，434 

￥197，550 

￥442，500 

￥689，484 

￥168，900 

￥74，032 

￥365，135 

￥460，000 

￥206，600 

￥6，200 

￥3，900 

￥1，284，767 

￥100，000 

￥102.378 

￥4，304，206 

上村佳世子⑪

西尾|専行 @ 
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